


 

はじめに 
本市の公共交通は、春日井のまちづくりとともに発達し、市民の

暮らしに欠かせない移動手段として大きな役割を果たしています。 

また、高齢化の進行や、自動車運転免許証の自主返納も進み、公

共交通による様々な移動手段の確保の重要性はますます高まって

います。 

  そして、新型コロナウイルスに伴う「新しい生活様式」の浸透や

働き方改革の推進、IT 技術の発展などを契機に、公共交通を取り

巻く環境は大きな転換期を迎えています。 

  こうした中、今後の社会構造の変化に対応した持続可能な「ライ

フタウン」を構築するため、誰もが使いやすい公共交通の実現を目

指して、「心地よくつながる公共交通網～より暮らしやすい“ライ

フタウン”春日井へ～」を基本理念に掲げた地域公共交通計画を策

定しました。 

  本計画に定めた、「鉄道とバスによる利便性の高い公共交通網の

形成」、「多様な交通の組み合わせによる市民の移動手段の確保」、

「みんなで支える公共交通の体制づくり」の３つを目標に、駅やバ

ス停などの環境整備や、オンデマンド交通、自動運転など先進的な

移動手段の導入、公共交通の利用促進など、様々な施策を展開する

ことにより、基本理念の実現に向けて取り組んでまいります。 
  結びに、計画策定にあたり多大な尽力を賜りました春日井市地域
公共交通会議の皆様を始め、パブリックコメントなど様々な形で
ご協力いただきました市民の皆様及び関係各位に心から感謝を申
し上げます。 

 
令和 3 年（2021 年）1 月 
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第 1 章  はじめに 

１-１ 計画策定の目的 

春日井市の公共交通は、ＪＲ中央本線、名鉄小牧線、愛知環状鉄道、ＴＫＪ（東海交通事業）城

北線の４路線の鉄道が整備されているほか、名鉄バスなどによる路線バス、かすがいシティバス、

及びタクシーや民間自主運行バスなどの様々な手段により構成されています。 

現在、本市では、高齢化の進行や今後予測される人口減少社会の到来に対応するため、鉄道駅

などを中心として自家用車に過度に依存しなくても快適に暮らせる都市構造を目指す中で、多様

な交通手段が効果的に連携した、持続可能な公共交通網の確保が求められています。 

また、全国的に公共交通サービスの維持・確保が厳しさを増している中、地域の移動ニーズに

持続的かつきめ細やかに対応するため、2020 年（令和２年）度の地域公共交通の活性化及び再生

に関する法律の改正により、従来の公共交通サービスに加え、地域の多様な輸送資源を対象とし

た地域公共交通計画の策定が努力義務化されました。 

こうした背景を踏まえ、本市の公共交通に関連する多様な主体が一体となった公共交通サービ

スを実現するため、春日井市地域公共交通計画を策定することとしました。 

 

１-２ 計画の位置づけ 

春日井市地域公共交通計画は、本市の最上位計画である第六次春日井市総合計画や本市の都市

計画に関する基本方針である都市計画マスタープラン、各種まちづくりに関連する計画と連携・

整合を図りながら策定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛知県などの関連計画 

・あいち公共交通ビジョン 

・小牧市地域公共交通網形成計画 

 

など  

春日井市の関連計画 

・春日井市地域共生プラン 

・春日井市高齢者総合福祉計画 

・春日井市障がい者総合福祉計画 

・高蔵寺リ・ニュータウン計画  

第六次春日井市総合計画 

春日井市都市計画マスタープラン 

春日井市立地適正化計画 

春日井市地域公共交通計画 

即する 

整合 

整合 

連携・整合 
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第２章 上位・関連計画の整理 
 

(１) 第六次春日井市総合計画 

（策定：2018 年 2月、計画期間（基本構想）：2037 年度、計画期間（基本計画）：2027 年度） 

当該計画では、人と地域がつなぐ暮らしやすさを実現するための取組みとして、地域の実情に

即した公共交通などの移動手段の確保を図ることが位置づけられています。また、都市基盤・産

業分野の成果指標として、鉄道駅の乗降者数や市内バスの利用者数が位置づけられています。 

さらに、市民の取組みとして、公共交通を利用することが位置づけられています。 

 

●市の将来像：暮らしやすさと幸せをつなぐまち かすがい 

●基本目標：１ 安全・安心なまち 

２ 子どもの笑顔があふれるまち 

３ 思いやりと生きがいが育つまち 

４ 活力とやすらぎのあるまち 

●重点方針１（人と地域がつなぐ暮らしやすさ） 

❖主な取組み 

・地域を支える移動手段の確保：住民が主体となって身近な移動手段を確保する活動の支

援やかすがいシティバスの見直しなどに取り組み、地域の実情に即した最適な公共交通

網の形成と日常生活に不可欠な移動手段の確保を図ります。 

●政策分野５ 都市基盤・産業 

❖施策（市の取組み） 

  ・都市基盤整備の推進と公共交通の整備：住み慣れた地域での生活を支える公共交通の利

便性の向上と利用促進を図るほか、地域の実情に合わせた移動手段の確保や日常生活に

必要な機能の集約を促進します。 

❖成果指標 

指標名 現状 目標 
６駅（ＪＲ勝川・春日井・神領・高蔵寺、名鉄味

美・春日井の各駅）の乗降客数（人/日） 

140,677 

（2016 年度） 

141,000 

（2026 年度） 

市内バス（名鉄バス・あおい交通バス・かすがいシティバス・

サンマルシェ循環バス）の利用者数（千人） 

4,683※ 

（2016 年度） 

4,700※ 

（2026 年度） 

 ※定期券利用者を除く    

❖私たち一人ひとりができること 

・公共交通機関を利用すること 

❖地域のみんなでできること 

・移動時の乗り合いなど住民同士で外出を協力し合うこと 

●政策分野６ 環境 

  ❖私たち一人ひとりができること 

・自家用車に乗らず、公共の交通機関や自転車を利用すること 
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(２) 春日井市都市計画マスタープラン 

（策定：2020 年 3月、将来都市像：2040 年度、計画期間：2029 年度） 

当該計画では、自家用車に過度に依存しなくても快適に暮らせる都市構造として、都市交流拠

点相互や市外の拠点となる地域を連絡する公共交通軸が位置づけられています。 

また、公共交通軸やこれを補完する生活交通、交通結節点のそれぞれに対する施策の方針が位

置づけられています。 

 

●３つの柱：ライフタウンをより推進する 

歩きたくなるまちにする 

憧れ、選んでもらうまちにする 

 

●基本理念：心地よく住む にぎわいを生む 元気が集う 春日井 

       ～２０年後も誇れる春日井であり続けるために～ 

 

●都市づくりの目標 

目標１ 暮らしやすく居心地のよい住環境づくり 

目標２ 誰もが便利で利用しやすい交通環境づくり 

目標３ 元気で安定的な産業基盤づくり 

目標４ 思わず立ち寄りたくなるまちなかづくり 

目標５ 災害に強いまちづくり 

 

●将来都市構造 

❖目指す将来都市構造のイメージ 

自家用車に過度に依存しなくても快適に暮らせる 

都市構造の構築 

 

 

 

  

■将来都市構造図 
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●分野別のまちづくり方針（道路・交通） 

❖公共交通 

・周辺都市を結ぶ鉄道と地域の生活交通であるバスの円滑な乗換えができるよう、相互の

連携を図ります。居住地と拠点間や拠点間相互の移動利便性を確保するため、基幹的公

共交通のバス路線についてサービス水準の確保を図るほか、より早く、確実なバスネッ

トワークを築けるよう、公共車両優先システム（優先レーン、優先信号制御など）の導

入を検討します。 

・基幹的公共交通のバス路線を補完する形で運行するバス路線については、市民の移動特

性や地域の要望に応じた運行形態、効率的な運行のあり方を検討します。 

・地域と協働して、タクシーなどの既存の公共交通の活用や自動運転などの先端技術の利

用による新しい移動手段を検討します。 

・バスの乗換え環境向上を図るため、路上駐輪場の設置やバス待ち環境の改善など、バス

停周辺環境の整備を検討します。 

 

❖鉄道駅及び駅前広場 

・駅周辺整備については、すべての利用者が快適に安心して利用できるよう、交通事業者

と協力しながら、バリアフリー化に向けた整備を推進します。 

・名鉄味美駅及び名鉄春日井駅については、関係機関と連携し、駅周辺の整備を推進しま

す。 

・ＪＲ高蔵寺駅駅前広場は、道路区域を立体的に定め、それ以外の空間利用を可能にする

立体道路制度などによる土地の有効活用を検討します。 

・現在、駅前広場が設置されていない名鉄牛山駅及び名鉄間内駅については、将来の市街

地形成に対応して、アクセス道路を含めた駅前広場の設置について調査・検討します。 

 

❖駐輪場 

・ＪＲ高蔵寺駅や名鉄春日井駅などの鉄道駅周辺については、自転車の利用状況に応じた

整備を推進します。 

 

●まちづくりの推進方針（進行管理） 

成果指標は、全体構想における都市づくりの目標ごとに設定し、計画の中間年次である

５年後に進捗状況の確認を行うとともに、必要に応じて計画内容や目標を見直します。 

   

■成果指標 

都市づくりの 

目標 
評価項目 指標 現状値 目標値 

誰もが便利で 

利用しやすい 

交通環境づくり 

公共交通体系の 

充実 

公共交通全路線の 

人口カバー率（％） 

93 

（2018 年度） 

96 

（2028 年度） 
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(３) 春日井市立地適正化計画（策定：2018 年 3月、計画期間：2036 年度） 

当該計画では、都市の骨格構造として基幹的な公共交通軸が位置づけられています。 

また、集約型の都市構造の構築に向けた施策として、駅間を連絡する公共交通の維持・改善や、

鉄道駅などの交通結節点における移動円滑化のための整備が位置づけられています。 

さらに、数値目標として、居住誘導区域の基幹的公共交通のカバー率を維持・向上することが

位置づけられています。 

 

●立地適正化計画の方針：ライフタウンとして、暮らしやすい春日井市を目指す 

●まちづくりの方向性 

・「都市の機能が集約したまちづくり」を実現 

・春日井市の特性を踏まえた集約型の都市構造の構築 
 

●都市機能誘導区域及び居住誘導区域 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

  

 
 

  

■都市機能誘導区域及び居住誘導区域 区域図 
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●実現化に向けた施策 

❖公共交通ネットワークの充実 

今後一層、関連する施策・計画との調整を図りながら、生活サービス機能が整う都市機能

誘導区域へのアクセスの強化を図るため、バス等の公共交通網の改善について、関係機関と

の綿密な調整を図ります。 

特に、名古屋への通勤や通学等の利便性を高めるため、主要な交通結節点となるＪＲ中央

本線や名鉄小牧線の駅を結ぶ公共交通網の維持・改善等に取り組みます。 

 

・社会資本整備総合交付金を活用し、鉄道駅等の交通結節点における移動円滑化のための

整備を行います。 

＜具体的な事業＞ 

・「高蔵寺リ・ニュータウン計画」に基づくＪＲ高蔵寺駅周辺の整備 

・名鉄春日井駅における駅機能の改善や土地区画整理事業による駅前広場等の整備 

・名鉄味美駅における駅機能や駅前広場などの改善 

 

●数値目標：居住誘導区域における基幹的公共交通路線の人口カバー率 

現況（2010 年） 目標（2026 年） 目標（2036 年） 

65.7％ 

160,821 人 

65.5％以上 

164,300 人以上 

65.5％以上 

164,300 人以上 

※基幹的公共交通路線は、『都市構造の評価に関するハンドブック／国土交通省都市局都市計画課』

を踏まえ、ピーク時片道３本/時以上、または、片道 30本/日以上の鉄道及び路線バスとして定義

しています。 

※基幹的公共交通路線の人口カバー率は、居住誘導区域の人口に対する居住誘導区域内の基幹的公共

交通路線の人口で算出しています。 

※人口カバー率は、徒歩圏を鉄道駅半径 800m、バス停半径 300m として設定しています。 
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(４) 春日井市地域共生プラン（策定：2020 年 3月、計画期間：2024 年度） 

当該計画では、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるよう、高齢者や

障がい者などの移動支援を進めることが位置づけられています。 

 

●基本理念： 誰もが主役 共に支え合う 安心と温もりのまちづくり 

●基本目標： Ⅰ 市民が主役の地域福祉を「共に創る」 

Ⅱ 地域の包括的な支援に「つなげる」 

Ⅲ いつでも誰でも幸せな暮らしを「拡げる」 

 

❖施策の方向性：地域の支え合い活動の推進 

具体施策：住民主体の通所型サービスや地域の集いの場の充実 

事業名 内容 主体 

高齢者サロンに 
よる買い物支援 
の推進 

高齢者サロン等の事業の一環として、タクシー等

を活用して参加者に買い物の機会を提供する団体

に対し、助成を行います。 

市民 
市 
社協※ 

   ※ 春日井市社会福祉協議会 

 

❖施策の方向性：民間サービスの創出・活用の促進 

具体施策：産学官民の連携の推進 

事業名 内容 主体 

高蔵寺ニューモ 
ビリティタウン 
構想の推進 

高蔵寺ニュータウンにおける快適移動ネットワー 
クの構築及び多様な交通手段の確保の実現を目指

すため、名古屋大学とのモビリティサービスに関

する共同研究を推進します。 

市民 
市 
 

 

具体施策：高齢者、障がい者などの移動支援の検討 

事業名 内容 主体 

新たな移動手段 
の検討 

春日井市地域公共交通網形成計画を策定する中

で、既存の交通を維持しながら、地域の交通利便

性を高める新たな移動手段を検討します。 

市 

訪問型サービス 
Ｄによる移動支 
援の検討 

介護予防・日常生活支援総合事業の訪問型サービ 
スＤを通じて、要支援高齢者等に対し、地域の互

助活動による移動支援のあり方を検討します。 

市 
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(５) 第７次春日井市高齢者総合福祉計画（策定：2018 年 3 月、計画期間：2020 年度） 

当該計画では、高齢者の社会参加を促進するため、移動手段の確保や駅周辺などのバリアフ

リー化を進めることが位置づけられています。 

 

●基本理念：「家族の和、隣人の輪、地域の環 生きがいのあるまち かすがい」 

●基本目標：１ 高齢者が健康で生きがいを持って活躍する社会の実現 

２ 地域包括ケアシステムの深化・推進 

～我が事・丸ごと「地域共生社会」の実現にむけて～ 

３ 持続可能な介護・高齢者福祉サービスの確保 

●基本施策：高齢者が活躍できる環境の整備 

❖方向性 

・高齢者の外出機会の確保や社会参加を促進するため、公共交通機関を確保するとともに、

バリアフリー化やユニバーサルデザインなど、人にやさしいまちづくりを推進します。 

❖主な取組み（人にやさしいまちづくりの推進） 

・高齢者の社会参加を促進するため、移動手段の確保や公園・駅周辺等のバリアフリー化

を進めるとともに、民間の企業等にもユニバーサルデザインに対応した施設整備を働き

かけます。 

事業名 内容 

かすがいシティバス 
「はあとふるライナー」 

高齢者をはじめとする市民の日常生活の移動手段の確保

や、市の施設の利便性を図るため、民間バスの運行して

いない地域を中心にかすがいシティバスを運行します。 
鉄道駅周辺の整備 高齢者や障がいのある人等が駅等を利用しやすくするた

め、拠点となる駅やその周辺施設に、スロープなどを整

備します。 
 

(６) 第４次春日井市障がい者総合福祉計画（策定：2018 年 3月、計画期間：2020 年度） 

当該計画では、障がいのある人の自立した生活を支えるため、かすがいシティバスの運賃を

減免することが位置づけられています。 

 

●基本理念：障がいのある人が安心して自立・共生できるまちづくり 

●基本的視点：（１）障がいのある人の自己決定の尊重及び意思決定の支援 

（２）当事者本位の総合的な支援 

（３）障がい特性等に配慮した支援 

（４）アクセシビリティの向上 

（５）総合的かつ計画的な取り組みの推進 

●施策の推進 

❖生活支援・自立した生活を支えるサービスの推進（交通費等の一部助成） 

・かすがいシティバスの利用者・付添人の運賃を減免します。 

・勝川駅前地下駐車場、勝川駅南口立体駐車場の料金を減免します。 
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(７) 高蔵寺リ・ニュータウン計画 

（策定：2016 年 3月（2019 年 3 月一部改定）、計画期間：2025 年度） 

当該計画では、成果目標として、公共交通の人口カバー率の増加や高蔵寺駅の乗降客数を維持

することが位置づけられています。また、先導的なプロジェクトとして、民間活力を導入したＪ

Ｒ高蔵寺駅周辺の再整備や、ＪＲ高蔵寺駅及びセンター地区を主要交通拠点に位置づけた快適移

動ネットワークの整備が位置付けられています。 

 

●７つの基本理念 

①成熟した資産の継承 

②公共施設・生活利便施設の集約化とネットワークの構築 

③暮らしと仕事の多様性の確保 

④住民・事業者・市の協働の推進 

⑤持続可能な都市経営の仕組みの構築 

⑥高蔵寺ニュータウンを核とした周辺・広域との連携強化 

⑦まちの新たなブランド力の創造と発信 

 

●成果指標 

分野 成果指標 基準値 
目標値 

(2025 年度) 
目標値の考え方 

交通 
公共交通の 

人口カバー率 

76.2％ 

(2015 年度) 
85％ 

現行交通の維持、オンデマン

ド交通※1の導入等により、お

おむね 10％の上昇を目指す 

広域 

連携 

高蔵寺駅の１日 

平均乗降客数※2 

50,033 人 

(2014 年度) 
51,000 人 

名古屋方面及び豊田方面へ

の通勤者の居住促進により、

現状維持を目指す 

  ※1 利用者が電話や情報端末から予約を行うことで、停留所やエリア内の希望の場所に乗り物を呼び寄せ

る交通システムのこと 
  ※2 ＪＲ中央本線及び愛知環状鉄道の乗降客数を合算したもの 

 

●先導的な主要プロジェクト：民間活力を導入したＪＲ高蔵寺駅周辺の再整備 

❖プロジェクトの概要 

ＪＲ高蔵寺駅周辺については、高蔵寺ニュータウン及び周辺地区の玄関口として魅力

ある顔づくりを推進する。駅北口周辺の再編整備、駅南口周辺や地下道空間の改善によ

る駅南北の一体感の向上等を図る。 

 

❖創造する活動のイメージ 

駅利用者が駅周辺の空間にとどまり、にぎわいを創出し、高蔵寺ニュータウンや周辺

の住民も楽しみや利便性を享受できる。バスの利便性向上と自動車によるアクセスのし

やすさを同時に実現する。 

 

❖具体的な取組の例 

①高蔵寺ニュータウン及び周辺地区の玄関口として魅力ある顔づくりの推進 
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＜駅北口周辺＞ 

②公共空間の再編による交通機能の改善と魅力的な商業サービス機能の充実 

＜駅南口周辺＞ 

③周辺と一体となった駅前空間の改善 

＜地下道空間＞ 

④駅南北の一体感を高めるための空間の高質化とバリアフリーの向上 

⑤高蔵寺ニュータウンに関する情報発信機能の確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●先導的な主要プロジェクト：交通拠点をつなぐ快適移動ネットワークの構築 

❖プロジェクトの概要 

ＪＲ高蔵寺駅及びセンター地区※を主要交通拠点に位置づけ、東西２か所にサブ交通

拠点（新たなサブ拠点）を置き、切れ目のない交通ネットワークを構築する。駅及びセ

ンター地区間において交通需要の拡大と輸送力の向上を図るとともに、交通拠点には多

様な交通手段を確保し、周辺に商業・サービス機能の集積を図る。 

 

❖創造する活動のイメージ 

ＪＲ高蔵寺駅とセンター地区間の移動が円滑になるとともに、域内循環バス（サンマ

ルシェ循環バス）、広域基幹バス、新たに運行するオンデマンド交通との乗換えが円滑

になる。交通拠点の周辺ににぎわいが生まれる。 

 

❖具体的な取組みの例 

①主要交通拠点（ＪＲ高蔵寺駅、センター地区）及びサブ交通拠点（新たなサブ拠点）

を東西２か所（例：西藤山台小学校施設周辺及びナフコ石尾台店周辺）に形成 

■ＪＲ高蔵寺駅周辺の整備イメージ 

※中央台に位置する、大規模小売店舗を核とした商業施設が公共施設とともに集積する地区 
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②主要交通拠点（トランジットセンター）にはバスターミナルを、サブ交通拠点には

交通広場を設けるとともに、バリアフリーに配慮した多様な交通手段との接続を円

滑化 

③交通拠点周辺には生活利便施設の集積の誘導により、にぎわいを創出 

④ＪＲ高蔵寺駅とセンター地区間において、頻度、輸送力、定時性、運転時間等の面

で高い利便性を持った新たなイメージを持つバス路線として、バス交通を強化・充

実 

⑤センター地区の主要交通拠点にパークアンドライドのための駐車場、キスアンドラ

イドのための送迎スペース及び自転車等駐車場を設け、ＪＲ高蔵寺駅とセンター地

区間のバス需要の拡大を図り、駅前の送迎車による混雑を緩和 

※キスアンドライド：自宅から最寄駅またはバス停まで自動車等で送り迎えをしてもらい、

鉄道やバス等を利用して目的地に向かうこと。 

⑥センター地区の主要交通拠点とサブ交通拠点を結ぶ域内循環バスの継続的な確保 

⑦交通拠点におけるオンデマンド乗合タクシー等のオンデマンド交通、カーシェアリ

ング、パーソナルモビリティ（小型電気自動車、シニアカー）のレンタル等の多様

な交通手段の確保を検討 

⑧センター地区の主要交通拠点と名古屋都心等を結ぶ高速バスの導入に向けた働きか

け 

⑨高蔵寺ニュータウン内の交通サービスの発着情報を一元的に提供するシステムの整

備を検討 

⑩産学官の連携により自動運転技術の導入を検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■交通ネットワークのイメージ 
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【高蔵寺リ・ニュータウン計画の実現に向けた取組み】 

高蔵寺スマートシティ実行計画 

当該計画では、快適な移動ネットワークの構築や多様な移動手段の確保に向けて、産学官

連携により、自動運転技術を含む新たなモビリティサービスの導入に向けた取組みやロード

マップが示されています。 

●区域の目標 

自動運転車両、パーソナルモビリティ、バス・タクシー等既存公共交通機関、住民共助型

システムによる移動支援など、新たなモビリティサービスと既存交通とのベストミックス

（モビリティ・ブレンド）を模索し、高蔵寺ニュータウンの地域特性に応じた適切なモビリ

ティサービスを社会実装することで、ニュータウン版ＭａａＳ（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ ａｓ ａ 
Ｓｅｒｖｉｃｅ）を構築し、先進技術による快適なまちづくり『高蔵寺ニューモビリティタ

ウン』を目指している。 

■ニュータウン版ＭａａＳのイメージ 

 

 

 

■将来の高蔵寺ニューモビリティタウン（モビリティ・ブレンド）イメージ 

 

 

 

■快適な移動による豊かな生活を目指した取組み（イメージ） 
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●先進的技術の導入に向けた取組み内容 

自動運転技術、高精度３次元地図やダイナミックマップの整備、次世代移動通信「５Ｇ」

やＡＩの活用など、先進技術による快適なまちづくり『高蔵寺ニューモビリティタウン』を

推進するべく「高蔵寺スマートシティ実行計画」を策定する。具体的には、ニュータウン版

ＭａａＳを担う移動サービスとして、以下の７つのプロジェクトを設け、春日井市未来技術

地域実装協議会の各構成員が一体的に取り組み、ニュータウン版ＭａａＳの共通プラットフ

ォーム構築を目指す。これにより、自家用車に過度に依存せず、坂道などの地形的ハンディ

を新たなモビリティサービスで克服し、相乗りタクシーや幹線路線バスの高頻度化などサー

ビス効率性の高い公共交通サービスを実現することで、高齢者を含む全ての世代の居住者の

外出頻度向上や健康増進、ＱＯＬ向上が期待される。 
 
プロジェクト① 限定区域内ラストマイル自動運転（ゆっくり自動運転） 
プロジェクト② タクシーの高度利用（相乗りタクシー・ユニバーサルタクシー） 
プロジェクト③ バスレーンの整備等基幹交通の自動運転化検討 
プロジェクト④ 駐車場車室マネジメント 
プロジェクト⑤ スマートメーターによる地域の見守りシステム 
プロジェクト⑥ ゴミ収集車稼働マネジメント 
プロジェクト⑦ パーソナルモビリティのシェアリングサービス 

 
■プロジェクト全体像（イメージ図） 
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(８) あいち公共交通ビジョン（策定：2017 年 3月、計画期間：2021 年度） 

当該ビジョンでは、リニア開業効果を高める公共交通網の形成に向けて、名古屋駅へのアク

セス利便性向上や、環境首都あいちを支える交通体系の構築に向けた利用促進など、愛知県下

における今後の公共交通政策に対する方針が多面的に位置づけられています。 

 

●基本理念：世界との交流を促進し、安心・快適な暮らしを支える あいちの公共交通 

～ リニア開業を見据え、一層高まる交通ポテンシャルや、高度な先進技術を活かし、

ローカルからグローバルまでの活発な交流と幸せな暮らしを支える利便性の高

い公共交通ネットワークを形成 ～ 

 

●基本方針 

活力 １ 「産業首都あいち」を牽引する交通体系の構築 

（１）リニア開業効果を高める公共交通ネットワークの形成 

（２）空港を拠点とする広域的な公共交通ネットワークの充実 

 

交流 ２ 「交流拠点あいち」を支える交通体系の構築 

（１）観光交流を促進する公共交通ネットワークの充実 

（２）地域の交流・対流を促進する公共交通ネットワークの形成 

 

コンパクト ３「集約型まちづくり」を支える交通体系の構築 

（１）まちづくりと連動した計画的な公共交通ネットワークの形成 

（２）乗継拠点における多様なモード間の連携強化 

 

安心安全 ４ 「安心して住めるあいち」を支える交通体系の構築 

（１）災害に強い交通ネットワークの形成 

（２）新たな技術等を活用した交通安全の確保 

（３）地域特性に応じた生活交通の確保・維持 

（４）高齢者や移動困難者も安心して暮らせる人にやさしい交通体系の創出 

 

環境 ５ 「環境首都あいち」を支える交通体系の構築 

（１）環境首都あいちに相応しい公共交通機関の充実 

（２）公共交通の利用促進に向けた取組の推進 
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(９) 小牧市地域公共交通網形成計画（策定：2018 年 3月、計画期間：2022 年度） 

当該計画では、ＪＲ勝川駅・ＪＲ春日井駅・ＪＲ高蔵寺駅と小牧市をつなぐバス路線が、都市

間の移動を担う軸として「東西公共交通軸」や「都市間連絡軸」に位置づけられています。 

●基本理念：地域の活力と交流を育み、地域を支える持続可能な交通体系

●小牧市の公共交通体系のイメージ図
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